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１　単　　元　こん虫を調べよう

２　指導計画（総時数８時間）

３　本　　時（第１次２／２）

　⑴　目　　標

　野外にいる昆虫に興味をもち，チョウのからだのつくりと比較しながら，共通点を見出すこと

で昆虫のからだのつくりのきまりについて，理解することができるようにする。

　⑵　評価規準

　いろいろな昆虫のからだのつくりを比較して，昆虫のからだのつくりのきまりに当てはめなが

ら，昆虫かどうかを確認し，自分の考えを表現している。　　　　　　　【科学的な思考・表現】

　⑶　指導に当たって

　本時では，子どもの思考を可視化することで，科学的な根拠に基づく結論を自ら見出し，科学

的思考力を更に高めていく。そのために，「見える図」を用いて既習内容であるモンシロチョウ

のからだのつくりの視点を確認することで，本時の学習の見通しをもたせるとともに，問題解決

に向けて焦点化できるようにする。また，いくつかの昆虫の標本用いて，細かなところまで観察

を行いながら，気付いたことを様々な形のブロックを組み合わせて，昆虫を立体的に作り上げる

活動を取り入れることで，昆虫のからだのつくりについて実感を伴う理解へとつながるようにす

る。

　「学び合い」においては，作り上げた昆虫を基に，モンシロチョウとの共通点に着目させた説

明活動を行うことで，どの昆虫も同じからだのつくりからできていることを確認し，昆虫のから

だのつくりについて整理していく。

授業Ⅰ

３年１組　32名　指導者　　沖　園　良　介

理科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　個の思考力・判断力・表現力を高めるために，「見える図」を用いて思考を可視化したり，「学

び合い」の中で，説明活動を重視し，自分の言葉で「なぜ」を解決したりしていくことが，科学

的思考力をより高め，実感を伴った理解へと導いていく手立てとして有効であるか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　 指導の手立て　　※評価
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